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一　

古
典
文
学
の
出
版
統
成

　

こ
の
た
び
本
誌
に
寄
稿
す
る
の
に
標
記
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
立
て
て
み

た
が
、
こ
れ
と
本
誌
創
刊
の
目
的
に
は
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
ず
釈
明
す
る
と
と
も
に
、
拙
稿
の
狙
い
を

明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　

本
誌
の
巻
頭
に
毎
号
掲
げ
て
あ
る
創
刊
の
辞
を
見
る
と
、〈
日
中
戦
争
・

太
平
洋
戦
争
下
、『
萬
葉
集
』
を
中
心
に
、
古
典
文
学
作
品
は
大
日
本
帝

国
政
府
と
陸
海
軍
に
よ
っ
て
戦
意
高
揚
の
た
め
に
政
治
利
用
さ
れ
た
〉
と

あ
り
、
ま
た
〈
戦
争
下
の
「
国
民
」
の
「
好
戦
」
的
表
現
の
典
拠
と
し
て

積
極
的
に
享
受
さ
れ
る
と
同
時
に
、
戦
争
を
運
命
と
し
て
受
け
容
れ
ざ
る

を
え
ぬ
苦
し
み
と
諦
め
の
「
厭
戦
」
的
心
情
を
託
す
も
の
と
な
っ
て
い
た
〉

と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
研
究
史
に
つ
い
て
〈
敗
戦
後
、
日
本
古
典
文
学
研

究
は
、
戦
争
下
の
古
典
文
学
作
品
受
容
の
歴
史
的
な
検
討
を
十
分
に
行
わ

ぬ
ま
ま
に
再
出
発
し
た
〉と
の
認
識
を
示
し
つ
つ
、本
誌
創
刊
の
目
的
は〈
戦

争
下
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
を
中
心
と
す
る
古
典
文
学
作
品
受
容
の
全
体

像
〉
を
明
ら
か
に
し
、〈
戦
争
と
文
学
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
究

明
す
る
〉
と
こ
ろ
に
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

通
り
、
万
葉
集
は
戦
時
中
大
い
に
利
用
さ
れ
た
。
戦
争
と
古
典
文
学
の
関

係
の
究
明
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
の
利
用
の
さ
れ
方
の
考
察
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
私
は
本
誌
の
方
針
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
拙

稿
の
視
点
は
い
く
ら
か
異
な
る
。
次
節
以
下
で
、
私
は
万
葉
集
の
何
が
ど

の
よ
う
に
排
除
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
る
つ
も
り
だ
。
そ
の
意
味
で
は
、

拙
稿
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
本
誌
創
刊
の
目
的
と
は
逆
に
な
る
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
出
版
物
の
排
除
と
は
、
そ
れ
を
進
め
る
側
か
ら
す
れ
ば
精
選
な
い

し
洗
練
の
た
め
の
作
業
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に

戦
時
下
の
言
論
統
制
と
万
葉
集

中　

西　

亮　

太
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対
す
る
調
査
・
研
究
も
ま
た
、
戦
時
下
に
お
け
る
古
典
文
学
作
品
受
容
の

全
体
像
、
の
解
明
に
資
す
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
明
治
以
降
の
出
版
検
閲
に
関
す
る
研
究
に
は
す
で
に
膨
大
な
蓄

積
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
近
年
ま
す
ま
す
詳
細
か
つ
精
緻
を
極

め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
典
関
係
の
出
版
物
の
検
閲
に
焦
点
を
絞
っ
た

論
考
と
な
る
と
、
話
は
若
干
違
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
先
行
研
究
は
青
木
稔

弥
「『
西
鶴
好
色
本
』
の
こ
と
な
ど

─
古
典
の
発
禁
」（『
国
文
学
』
四
七

巻
九
号
、二
〇
〇
二
年
七
月
）、浅
岡
邦
雄
「『
好
色
一
代
男
』
の
検
閲
を
め
ぐ
っ

て

─
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
」（『
文
学
・
語
学
』
二
〇
五
号
、
二
〇
一
三

年
三
月
）、小
松
靖
彦
「
斎
藤
瀏
『
万
葉
名
歌
鑑
賞
』
と
検
閲
」（
ブ
ロ
グ
『
万

葉
集
と
古
代
の
巻
物
』
二
〇
一
四
年
八
月
三
日
付
記
事
）
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
し

か
私
は
知
ら
な
い
。
研
究
の
余
地
は
ま
だ
多
い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
を
出
版
検
閲
研
究
の
一
本
と
し
て
位
置
付
け
る
と
す
る
と
、
古
典

文
学
の
関
連
書
籍
の
検
閲
に
限
定
し
て
調
べ
考
え
る
意
義
は
何
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
三
木
清
の
一
九
三
〇
年
代
の
時
評
を
参
照

し
た
い
。
い
わ
ゆ
る
日
華
事
変
勃
発
の
前
年
、
三
木
は
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
た
。

　

或
る
時
代
に
重
要
と
さ
れ
な
か
つ
た
個
所
が
後
の
時
代
に
重
要
と

さ
れ
、
或
る
立
場
か
ら
問
題
に
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
が
他
の
立
場
か

ら
問
題
に
さ
れ
る
や
う
に
な
る
。
そ
れ
故
に
も
し
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
不
都
合
と
考
へ
る
と
こ
ろ
を
次
第
に
削
除

し
て
ゆ
く
と
す
れ
ば
、
遂
に
は
原
文
の
何
物
も
残
ら
な
い
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
今
日
不
都
合
と
見
ら
れ
る
部
分
が
後
世
の
人

に
は
却
つ
て
甚
だ
貴
重
と
考
へ
ら
れ
る
に
至
る
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り

得
る
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
古
典
は
ど
こ
ま
で
も
原
形
の
ま
ま
で
伝

へ
る
と
い
ふ
こ
と
が
文
化
に
対
す
る
我
々
の
義
務
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（『
時
代
と
道
徳
』
一
九
三
六
年
、
二
四
八
頁
）

　

こ
の
時
評
の
末
尾
は
、
現
今
の
著
作
物
も
将
来
古
典
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
意
味
の
一
文
で
結
ば
れ
る
。
つ
ま
り
、
引
用
文
は
当
局
の
検

閲
全
般
に
対
す
る
、
当
時
と
し
て
は
率
直
果
敢
な
批
判
な
の
だ
が
、
今
注

目
し
た
い
の
は
〈
或
る
立
場
か
ら
問
題
に
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
が
他
の
立

場
か
ら
問
題
に
さ
れ
る
や
う
に
な
る
〉
と
の
指
摘
で
あ
る
。

　

あ
る
作
品
が
あ
る
と
き
あ
る
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
、
数
年
後
に
同
じ
作

品
の
評
釈
本
が
別
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
数
年
後
に
同
じ
作
品

が
ま
た
別
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ

─
と
い
っ
た
こ
と
が
古
典
の
場
合
は

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
検
閲
は
そ
の
都
度
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仮

に
最
初
の
出
版
の
と
き
は
不
問
に
付
さ
れ
た
の
に
別
の
と
き
に
は
何
ら
か

の
処
分
が
科
さ
れ
た
と
し
た
ら
ど
う
か
。
そ
の
間
に
処
分
の
基
準
の
変
化

や
当
局
の
判
断
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
古

典
の
検
閲
と
処
分
を
調
査
す
れ
ば
、
定
点
観
測
の
よ
う
に
時
勢
の
移
り
変

わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
だ
。

　

手
始
め
に
表
を
一
つ
作
成
し
、
こ
こ
に
掲
げ
て
み
る
。
古
典
文
学
関
係

の
単
行
本
・
全
集
本
・
叢
書
の
類
で
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
四
五

年
の
終
戦
ま
で
の
間
に
発
売
頒
布
禁
止
等
の
行
政
処
分
を
受
け
た
も
の
、

を
処
分
の
日
付
の
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

参
考
文
献
は
『
昭
和
書
籍
雑
誌
新
聞
発
禁
年
表
』（
一
九
六
五
─
一
九
六
七
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表
書名 編著者 発行地・発行者 発行日 処分日 種別 対象 処分

 1 洒落本評釈 山崎麓 東京　武蔵野書
院

1926.3.31 風俗

 2 江戸文学選集 江戸文芸選集刊
行会編

東京　関口典堂 1927.7.13 風俗

 3 洒落本集第二（江戸軟
派文学全集）

中川初伊編 東京　江戸軟派
文学全集刊行会

1927.8.25 1927.8.31 風俗 原文

 4 娘太平記操早引 中川初伊編 東京　江戸軟派
文学全集刊行会

1927.8.31 風俗 原文

 5 新選絵入西鶴全集 石川巌編 東京　昭和書院 1927.11.20 1927.11.28 風俗 原文 発売頒布禁止

 6 梅ごよみ 東京　宮坂貞雄 1927.11.28 風俗 原文

 7 川柳変態性慾史 佐藤紅霞 東京　坂本篤 1927.12.21 風俗 原文

 8 西鶴全集第四（日本古
典全集）

正宗敦夫編 東京　日本古典
全集刊行会

1926.8.30 1927.12.26 風俗 原文

 9 西鶴全集第十一（日本
古典全集）

正宗敦夫編 東京　日本古典
全集刊行会

1928.4.30 1928.5.1 風俗 原文

10 本朝奇聞 向山繁 東京　三土社 1928.5.10 1928.5.8 風俗 他 発売頒布禁止

11 日本十日物語：天ノ卷 河原万吉 東京　潮文閣 1928.6.20 1928.8.18 風俗 他

12 猥談奇考：とほす 河原万吉 東京　潮文閣 1928.5.20 1928.8.28 風俗 原文 発売頒布禁止

13 続群書類従　第参拾参
輯下　雑部

東京　続群書類
従完成会

1928.8.30 1928.9.24 風俗 原文 発売頒布禁止

14 末摘花秘話 讃夜荘主人 東京　東欧書院 1929.1.10 1929.1.14 風俗 原文 発売頒布禁止

15 変態黄表紙 東京　文芸資料
研究会

1929.2.19 風俗 原文 発売頒布禁止

16 絵入好色一代男（全八
巻）

東京　愛鶴書院 1925.12.18
-1926.10.1

1930.9.2 風俗 原文 発売頒布禁止

17 絵入好色一代女（全六
巻）

東京　愛鶴書院 1927.3.16
-1927.10.16

1930.9.2 風俗 原文 発売頒布禁止

18 絵入好色五人女（全五
巻）

東京　愛鶴書院 1925.5.31
-1929.8.5

1930.9.2 風俗 原文 発売頒布禁止

19 古書解題之内　日本艶
本解題　第一集

河原万吉 東京　古書解題
発行所

1931.4.19 1931.4.21 風俗 原文 発売頒布禁止

20 古書解題之内　日本艶
本解題　第二集

河原万吉 東京　古書解題
発行所

1931.6.14 1931.6.18 風俗 原文 発売頒布禁止

21 日本文学講座　第三巻 東京　改造社 1934.2.19 1934.2.23 安寧 他 次版訂正

22 近代日本文学大系　第
十八巻　川柳狂歌集

中山泰昌編 東京　誠文堂 1934.6.19 1934.6.30 風俗 発売頒布禁止

23 川柳辞典 草薙金四郎 東京　興風書院 1935.1.20 1935.1.21 風俗 発売頒布禁止

24 川柳辞典 草薙金四郎 東京　春江堂 1932.10.1 1935.1.21 風俗 発売頒布禁止

25 絵入新訳日本百将伝 大町桂月校訂 東京　北斗書院 1935.3.30 1935.4.11 安寧 削除

26 大語園　巻一 巖谷小波編 東京　平凡社 1935.4.30 1935.5.17 安寧 他 削除

27 増鏡（物語日本文学第
十四巻）

藤村作 東京　至文堂 1936.3.16 1936.3.23 安寧 他 削除

28

日本文学史 カール・フロー
レンツ著　土方
定一・篠田太郎
共訳

東京　楽浪書院 1936.6.10 1936.6.27 安寧 他 削除

29 日本猥談集 坂田俊夫 東京　潮文閣 1928.3.1 1936.7.2 風俗 他 発売頒布禁止
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30 竹取物語（名作漫画物
語）

鈴木吉平 東京　泰光堂 1936.7.10 1936.7.13 安寧 他 削除

31 月世界のお迎へ 鈴木吉平 東京　泰光堂 1936.7.15 1936.7.13 安寧 他 削除

32 竹取物語（世界名作物
語）

久米元一 東京　金の星社 1939.2.23
　

1939.2.23 安寧 他

33 古事記及日本書紀の研
究

津田左右吉 東京　岩波書店 1924.9.20 1940.2.10 安寧 他 発売頒布禁止

34 古事記及日本書紀の新
研究

津田左右吉 東京　洛陽堂 1919.8.10 1940.2.10 安寧 他 発売頒布禁止

35 征韓役を基点とする日
本書紀の年代改訂

安寧藤政直 東京　安藤政直 1941.4.10 1941.4.24 安寧 他 発売頒布禁止

36 近世演劇の研究 高野正己 東京　東京堂 1941.9.22 1941.9.29 安寧 他 本版訂正

37 古典的感覚 栗山理一 京都　星野書店 1941.11.15
　

1941.12.8 安寧 他 削除

38 記紀の神話と桃太郎 井乃香樹 東京　建設社 1941.10.28 1941.12.9 安寧 他 発売頒布禁止

39 古事記要講 影山正治 東京　ぐろりあ・
そさえて

1941.12.1 1942.2.12 安寧 他 次版改訂

40 戦記物語研究（皇国文
学　第四輯）

東京　六芸社 1942.1.25 1942.2.19 安寧 他 次版改訂

41 天啓と予言の書　古事
記私解

長野　佐藤定吉 1942.2.15 1942.2.21 安寧 他 発売頒布禁止

42 増補改訂万葉名歌鑑賞 斎藤瀏 京都　人文書院 1942.5.10 1942.6.17 安寧 他 次版改訂

43 天の浮橋 楠山正雄 東京　冨山房 1942.7.20 1942.7.28 安寧 他 次版改訂

44 中世文学の形象と精神 荒木良雄 東京　昭森社 1942.8.20 1942.9.4 安寧 他 次版改訂

45 万葉に現れたる女流歌
人とその歌

関みさを 東京　博文館 1942.9.20 1942.12.8 安寧 他 次版改訂

46 源氏物語評論 村井順 東京　明治書院 1942.12.5 1942.12.9 安寧 他 次版改訂

47 神皇正統記　上（皇国
精神講座第十輯）

小林一郎 東京　平凡社 1942.11.20 1943.1.8 安寧 他 次版改訂

48 日本武尊 山岸外史 東京　不明 1943.3.25 1943.4.20 安寧 他 本版訂正

49 新釈万葉佳調 峯岸義秋 東京　三省堂 1943.4.27 1943.5.12 安寧 他 次版改訂

50 伝統と現代和歌 四賀光子 京都　人文書院 1943.5.1 1943.6.18 安寧 他 次版改訂

51 万葉集伝説歌謡の研究 西村真次 東京　第一書房 1943.6.30 1943.7.22 安寧 他 次版改訂

52 文学より見たる上代文
化

竹野長次 東京　東京堂 1943.6.20 1943.8.4 安寧 他 削除
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年
）、
お
よ
び
そ
の
元
資
料
の
一
つ
と
推
察
さ
れ
る
内
務
省
の
『
出
版
物

行
政
処
分
日
報
』
等
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
ほ
か
、
同
じ
く
内
務
省
発

行
の
『
出
版
警
察
報
』（
一
九
二
八
─
一
九
四
四
年
）。
書
誌
情
報
は
各
原
本

の
表
示
に
拠
っ
た
が
、
原
本
未
見
の
も
の
は
右
の
参
考
文
献
の
記
載
に

従
っ
た
。
収
載
し
た
の
は
近
世
以
前
の
日
本
文
学
の
作
品
を
収
録
す
る
も

の
、
な
ら
び
に
そ
の
関
連
書
籍
（
現
代
語
訳
・
評
釈
・
鑑
賞
・
考
証
等
）

で
あ
る
。
古
典
文
学
を
児
童
向
け
に
翻
案
し
た
も
の
も
こ
こ
に
含
め
た
。

文
学
の
範
囲
を
定
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
歴
史
・
宗
教
・
哲
学

な
ど
他
分
野
と
見
做
し
て
収
載
し
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
他
方
、
収
載

す
べ
き
本
で
私
が
見
落
と
し
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

調
査
・
検
討
を
な
お
要
す
る
不
完
全
な
表
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
見

し
た
だ
け
で
も
二
、三
の
特
徴
な
り
傾
向
な
り
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、

原
文
自
体
が
処
分
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
全
て
近
世
の
作
品
で
あ
る
こ

と（
1
（

。
中
世
以
前
の
作
品
に
つ
い
て
は
お
よ
そ
原
文
自
体
は
処
分
の
対
象
と

な
ら
ず
、
そ
の
現
代
語
訳
や
鑑
賞
、
考
証
な
ど
が
処
分
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
徳
川
の
治
世
は
ま
だ
さ
ほ
ど
遠
い
昔
で
な
く
、
当
局
は
そ
の
時
代

の
作
品
を
古
典
と
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
評
価

は
例
え
ば
、
正
宗
敦
夫
が
日
本
古
典
全
集
に
西
鶴
の
巻
を
第
十
一
ま
で
収

め
た
の
と
は
違
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
処
分
の
理
由
が
一
九
三
一
年
ま
で
は
全
て
風
俗
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
後
安
寧
秩
序
が
徐
々
に
増
加
し
、
三
七
年
以
降
は
全
て
安
寧
秩
序
で

あ
る
こ
と
。
当
局
が
規
定
し
た
風
俗
壊
乱
の
基
準
に
抵
触
す
る
出
版
物
の

増
減
、
お
よ
び
安
寧
秩
序
に
関
す
る
当
局
の
判
断
の
変
化
が
こ
れ
ら
の
傾

向
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
一
年
と
三
七
年
が
そ
れ
ぞ

れ
事
変
の
年
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
自
体
は
偶
然
で
あ
る
に
し
て
も
、
時
局

と
検
閲
の
関
係
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
万
葉
集
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
万

葉
集
の
関
連
書
籍
は
四
件
の
処
分
が
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
安
寧
秩
序

の
紊
乱
を
理
由
と
す
る
次
版
改
訂
処
分
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
一
九
四
二

年
と
四
三
年
に
限
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ど
の
箇
所
が
、
な
ぜ
咎
め

ら
れ
た
の
か
。
そ
し
て
ま
た
、な
ぜ
そ
の
時
期
だ
っ
た
の
か
。
処
分
が〈
次

版
改
訂
〉
で
あ
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
以
下
、
調

査
結
果
と
私
見
を
述
べ
よ
う
。

二　

万
葉
集
関
連
の
事
例

　
ａ　

斎
藤
瀏
『
改
訂
増
補
万
葉
名
歌
鑑
賞
』

　

私
の
調
べ
た
限
り
で
は
、
前
の
表
の
期
間
中
、
万
葉
集
関
係
の
出
版
物

で
最
初
に
行
政
処
分
を
受
け
た
の
が
斎
藤
瀏『
改
訂
増
補
万
葉
名
歌
鑑
賞
』

で
あ
る
。
同
書
は
万
葉
集
か
ら
短
歌
を
選
び
、
鑑
賞
を
加
え
た
も
の
だ
が
、

そ
の
処
分
は
前
例
と
な
っ
て
、
後
に
続
く
類
書
の
処
分
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

斎
藤
瀏
は
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
生
ま
れ
、
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の

職
業
軍
人
で
あ
る
。
陸
軍
大
学
を
経
て
少
将
ま
で
進
み
、
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
に
待
命
。
こ
の
間
、
佐
佐
木
信
綱
門
下
の
歌
人
と
し
て
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
・
二
六
事
件
に
関
わ
っ
て
三
六
年
か
ら
三
八
年

ま
で
収
監
さ
れ
た
後
、
四
〇
年
刊
行
の
『
獄
中
の
記
』
が
評
判
を
呼
び
、
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敗
戦
ま
で
総
合
雑
誌
や
文
芸
雑
誌
の
常
連
執
筆
者
だ
っ
た
。
歌
集
に
『
曠

野
』（
一
九
二
一
年
）、
そ
の
他
の
著
書
に
『
悪
童
記
』（
一
九
四
〇
年
）、『
万

葉
の
こ
こ
ろ
』（
一
九
四
二
年
）
等
が
あ
る（

2
（

。

　

一
九
三
五
年
に
は
す
で
に
人
文
書
院
か
ら
『
万
葉
名
歌
鑑
賞
』
を
上
梓

し
て
お
り
、
前
掲
書
は
そ
の
改
訂
増
補
版
で
あ
る
。
版
元
は
同
じ
人
文
書

院
で
、
日
米
開
戦
の
半
年
後
、
一
九
四
二
年
五
月
一
〇
日
に
初
版
が
出
た
。

当
時
の
瀏
は
著
名
文
化
人
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
知
名
度
に
期
待

し
て
、
版
元
は
七
年
ぶ
り
に
改
訂
増
補
版
を
出
す
こ
と
に
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
六
月
一
七
日
付
で
こ
れ
が
次
版
改
訂
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
検
閲
の
過
程
を
記
録
し
た
公
文
書
、
お
よ
び
検
閲
に
使
用

し
た
本
は
未
見
だ
が
、
管
轄
官
庁
の
内
務
省
警
保
局
検
閲
課
が
警
視
庁
検

閲
課
・
各
庁
府
県
特
高
課
宛
に
発
出
し
た
七
月
一
日
付
通
牒
の
写
し
（
国

立
国
会
図
書
館
蔵
（
3
（

）
に
は
次
の
通
り
記
載
が
あ
る
。

　

一
〇
〇
、一
〇
二
、一
〇
四
、一
〇
五
頁　

右
ノ
箇
所
ハ
用
語
不
穏

当
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
次
版
改
訂

　

単
行
本
の
出
版
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
主
な
根
拠
法
は
出
版
法
だ
が
、

次
版
改
訂
な
る
処
分
は
同
法
の
条
文
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
浅
岡
邦
雄
が

指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
〈
便
宜
的
法
外
処
分
〉
で
あ
る
。
そ
の
処
分
の
意
味

は
〈
ご
く
軽
微
で
少
量
の
不
良
個
所
は
あ
る
が
、
納
本
さ
れ
た
当
該
の
図

書
に
つ
い
て
は
不
問
〉〈
そ
れ
が
増
刷
さ
れ
る
場
合
は
、
図
書
課
か
ら
指

摘
さ
れ
た
箇
所
を
改
訂
あ
る
い
は
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
と
い
っ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。
つ
ま
り
、
初
版
の
販
売
は
制
限
さ
れ
な
い
が
、

次
版
を
発
売
す
る
た
め
に
は
改
訂
を
要
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
な
お
、
浅

岡
に
よ
れ
ば
、
出
版
物
に
対
す
る
行
政
処
分
は
関
係
法
規
の
条
文
に
明
記

さ
れ
た
発
行
禁
止
・
発
売
頒
布
禁
止
の
ほ
か
に
、
法
外
処
分
と
し
て
削
除
・

次
版
改
訂
・
注
意
が
あ
っ
た
と
い
う
。
次
版
改
訂
は
削
除
よ
り
軽
く
、
注

意
よ
り
重
い
処
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

指
摘
さ
れ
た
頁
は
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
小
松
靖
彦
の
前
掲
記
事
が
詳
し
く
報
告
し
て
い
る
が
、
議
論
を
進

め
る
必
要
上
、
当
該
頁
の
内
容
を
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
て
お
く
。

一
〇
〇
・
一
〇
二
頁
は
額
田
王
の
蒲
生
野
の
歌
（
万
葉
集
巻
一
・
二
〇
）、

あ
か
ね
さ
す
紫
野
ゆ
き
標
野
ゆ
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
ふ
る（

（
（

の
鑑
賞
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頁
の
一
部
を
引
く
。

　

額
田
王
は
鏡
王
女
の
妹
で
、
大
海
人
皇
子
の
寵
を
受
け
、
十
市
皇

女
を
生
み
、
後
天
智
天
皇
に
召
さ
れ
た
。（
一
〇
〇
頁
）

　

扨
て
此
の
歌
で
「
君
」
と
は
誰
を
言
ふ
か
。
袂
を
ふ
つ
た
そ
の
君

は
誰
か
。
そ
れ
は
恐
ら
く
天
皇
で
な
く
、
天
皇
に
従
つ
て
居
ら
れ
た

大
海
人
皇
子
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
野
守
は
見
ず
や

─
誰
か
見

と
が
め
は
せ
ぬ
か
と
気
遣
ふ
の
を
見
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
大
海
人

皇
子
と
見
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
従
つ
て
、「
野
守
」
も
此
の
文
字

の
通
り
野
の
監
視
人
か
ど
う
か
、
勿
論
監
視
人
で
も
よ
い
が
、
人
払

ひ
を
し
た
（
標
野
）
野
で
あ
る
。
額
田
王
の
心
配
な
の
は
天
皇
で
あ

り
、
そ
の
お
付
き
の
人
々
で
あ
る
。
今
日
の
此
の
野
守
り
、

─
此

の
野
の
支
配
者

─
天
皇

─
と
通
ふ
所
が
無
い
だ
ら
う
か
。
と
す

れ
ば
此
の
歌
は
益
々
よ
く
判
る
。
従
つ
て
大
海
人
皇
子
の
「
む
ら
さ
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き
の
匂
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
故
に
あ
れ
恋
ひ
め
や
も
」
の
歌

が
な
く
と
も
、
こ
の
歌
は
大
海
人
皇
子
の
愛
の
表
現
に
対
し
て
の
心

遣
ひ
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
疑
ふ
余
地
は
な
い
と
思
ふ
。（
一
〇
二
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
大
海
人
皇
子
の
額
田
王
に
対
す
る
愛
情
に
繰
返
し
言
及
し
、

そ
の
愛
の
障
害
と
し
て
天
皇
を
名
指
し
し
て
い
る
。
天
皇
と
皇
子
、
王
の

三
角
関
係
で
あ
る
。
一
方
、
一
〇
四
・
一
〇
五
頁
は
同
じ
作
者
が
大
和
を

離
れ
て
近
江
に
向
か
う
途
次
の
歌
（
巻
一
・
一
八
）、

三
輪
山
を
し
か
も
隠
す
か
雲
だ
に
も
情
あ
ら
な
む
隠
さ
ふ
べ
し
や

の
鑑
賞
で
あ
る
。
こ
れ
も
一
部
を
引
い
て
み
る
。

　

此
の
歌
全
般
の
リ
ズ
ム
を
味
ふ
時
、
そ
し
て
此
の
歌
の
作
歌
動
機

に
就
き
て
思
ひ
を
深
め
る
と
、
表
面
は
三
輪
山
に
名
残
を
惜
し
ん
で

居
ら
れ
る
が
、
裏
面
に
は
大
海
人
皇
子
に
寄
す
る
哀
別
の
情
が
ま
ぎ

れ
な
く
隠
さ
れ
て
居
る
。
単
な
る
三
輪
山
に
対
し
て
の
情
と
し
て
は

激
切
す
ぎ
る
。「
し
か
も
」「
隠
す
か
」「
だ
に
も
」「
あ
ら
な
む
」「
べ

し
や
」
等
の
語
の
力
を
味
ふ
と
き
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
否
定
す
る

こ
と
は
出
来
ぬ
と
思
ふ
。

　

実
に
此
の
歌
は
大
海
人
皇
子
に
対
す
る
心
を
眼
前
の
景
に
よ
つ
て

表
し
て
居
る
が
、
私
は
更
に
「
雲
だ
に
も
心
あ
ら
な
む
」
の
句
の
雲
、

此
の
雲
、
今
大
海
人
皇
子
と
額
田
王
と
の
別
を
余
儀
な
く
す
る
雲
と
、

か
く
思
ひ
を
及
ぼ
す
時
、
此
の
雲
の
裏
に
は
天
智
天
皇
が
在
す
の
で

は
な
い
か
と
さ
へ
思
ふ
の
で
あ
る
。

　

況
ん
や
天
智
天
皇
も
お
情
あ
る
方
だ

─
さ
う
む
げ
に

─
だ
か

ら
、
ま
た
逢
ふ
こ
と
も
あ
ら
う

─
。
此
の
こ
と
は
額
田
王
の
自
慰

と
な
り
、
大
海
人
皇
子
へ
の
慰
め
と
な
り
、
天
智
天
皇
へ
の
哀
願
と

な
る
。
か
く
思
ふ
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
雲
、
だ
に
も
は
重
大
な
句

で
あ
る
。

　

額
田
王
の
苦
し
き
立
場
、
そ
の
立
場
か
ら
来
る
深
刻
複
雑
な
心
の

動
き
が
底
に
あ
つ
て
、
か
ゝ
る
歌
と
現
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

強
く
胸
に
迫
る
歌
で
あ
る
。（
一
〇
四
・
一
〇
五
頁
）

　

こ
こ
で
も
大
海
人
皇
子
に
対
す
る
額
田
王
の
愛
情
に
言
及
し
て
い
る
こ

と
、
天
皇
を
再
び
そ
の
愛
の
障
害
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
、
が
注
意
さ
れ

る
。
以
上
四
頁
に
共
通
す
る
の
は
天
智
天
皇
・
大
海
人
皇
子
・
額
田
王
の

三
角
関
係
を
強
調
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
表
現
が
露
骨

で
、
皇
室
の
尊
厳
に
関
わ
る
恐
れ
が
あ
る
と
見
做
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
版
元
の
期
待
し
た
通
り
と
言
う
べ
き
か
、
こ
の
初
版
本
の

売
行
き
は
悪
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
翌
月
に
は
再
版
を
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
次
版
改
訂
処
分
が
下
っ
た
の
は
、
そ
の
出
荷
の
直
前
だ
っ
た
。
お
そ

ら
く
、
印
刷
・
製
本
は
す
で
に
完
了
し
て
い
た
。
当
然
、
問
題
の
箇
所
は

初
版
と
同
じ
で
あ
る
。
出
荷
を
見
合
わ
せ
た
り
、
書
店
に
出
荷
済
み
の
本

を
回
収
し
た
り
し
た
は
ず
だ
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
一
つ
確

か
な
の
は
、
未
改
訂
の
ま
ま
出
荷
さ
れ
て
読
者
の
手
に
ま
で
渡
っ
て
い
た

本
が
存
在
す
る
こ
と
だ
。〈
再
版　

六
月
二
五
日
〉
の
奥
付
を
持
つ
こ
の

本
は
、
い
ま
鎌
倉
市
立
図
書
館
が
一
冊
所
蔵
す
る
。
閲
覧
し
て
み
る
と
、

件
の
四
頁
の
本
文
は
初
版
か
ら
一
切
異
同
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

再
版
本
を
自
由
に
販
売
で
き
な
か
っ
た
版
元
は
改
版
を
急
い
だ
。
第
三

版
は
再
版
か
ら
半
月
後
の
七
月
一
五
日
発
行
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
私
は
残
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念
な
が
ら
当
該
本
は
未
見
。
第
四
版
は
八
月
二
〇
日
発
行
で
、
こ
の
本
は

手
元
に
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
前
に
引
い
た
四
頁
の
本
文
に
改
訂
を
加

え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
ち
ら
も
小
松
靖
彦
前
掲
記
事
が
詳
し

く
報
告
・
分
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
や
は
り
議
論
を
進
め
る
必
要
上
、

当
該
頁
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
。〈
あ
か
ね
さ
す
紫
野
ゆ
き
〉
の
一
首

を
鑑
賞
す
る
一
〇
〇
・
一
〇
二
頁
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

　

額
田
王
は
鏡
王
女
の
妹
で
、
大
海
人
皇
子
に
知
ら
れ
て
、
十
市
皇

女
を
生
み
、
後
天
智
天
皇
に
召
さ
れ
た
。（
一
〇
〇
頁
）

　

扨
て
此
の
歌
で
「
君
」
と
は
誰
を
言
ふ
か
、
袖
を
ふ
つ
た
そ
の
君

は
誰
か
、
当
時
そ
こ
に
は
、
天
皇
も
在
ら
せ
ら
れ
、
又
天
皇
に
御
伴

し
た
、
皇
弟
の
大
海
人
皇
子
も
在
ら
せ
ら
れ
る
。
此
の
袖
を
ふ
ら
れ

た
君
を
誰
と
決
る
こ
と
、
そ
し
て
野
守
は
見
ず
や
と
気
に
か
け
て
居

る
野
守
が
、
そ
こ
の
標
野
の
看
視
人
か
、
又
他
の
人
か
を
決
め
る
こ

と
、
そ
の
決
め
方
が
作
者
額
田
王
の
御
心
に
合
す
る
時
に
、
此
の
歌

の
生
命
が
把
握
出
来
る
の
で
あ
ら
う
。

　

万
葉
集
に
は
、
皇
太
子
（
天
智
天
皇
の
皇
太
子
即
大
海
人
皇
子
）

の
答
へ
た
ま
ふ
と
題
し
て
次
の
歌
が
あ
る
。

　
　

紫む
ら
さ
き草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人ひ
と

嬬づ
ま
ゆ
ゑ
に
吾わ
れ

恋
ひ
め
や
も

　

此
の
歌
で
、
妹
と
は
額
田
王
を
さ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
額
田

王
は　

天
皇
に
召
さ
れ
て
、
此
の
野
に
御
伴
を
さ
れ
て
居
た
。
紫
草

の
に
ほ
へ
る
如
き
妹
が
憎
い
な
ら
、
人
の
嬬
で
あ
る
か
ら
恋
ひ
は
し

な
い
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
以
て
前
歌
に
答
へ
ら
れ
た
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
前
歌
の
心
も
自
ら
判
る
で
あ
ら
う
。（
一
〇
二
頁
）

　

見
て
の
通
り
、
一
〇
〇
頁
の
方
は
初
版
の
〈
大
海
人
皇
子
の
寵
を
受
け
、

十
市
皇
女
を
生
み
〉
が
〈
大
海
人
皇
子
に
知
ら
れ
て
、十
市
皇
女
を
生
み
〉

と
な
っ
た
。
改
訂
後
は
皇
子
の
執
心
を
想
起
さ
せ
る
表
現
が
削
ぎ
落
と
さ

れ
、ず
っ
と
簡
潔
な
叙
述
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
箇
所
は
天
武
紀
の〈
天

皇
初
娶
鏡
王
女
額
田
姫
王
、
生
十
市
皇
女
〉
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、
改

訂
後
の
方
が
脚
色
が
薄
ま
り
、
む
し
ろ
原
典
に
近
く
な
っ
た
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
一
〇
二
頁
の
方
は
、
初
版
で
は
皇
子
の
額
田
王
に
対
す
る

愛
情
に
つ
い
て
筆
者
自
身
の
言
葉
で
言
明
し
て
い
た
の
が
、
改
訂
後
は
言

明
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
誰
が
そ
の
愛
の
障
害
と
な
る
の
か
も
明
記
し
な

い
。

　

続
け
て
、〈
三
輪
山
を
し
か
も
隠
す
か
〉
の
一
首
を
鑑
賞
す
る
一
〇
四 

・
一
〇
五
頁
の
改
訂
後
を
見
る
。

　

三
輪
山
は
、
三
輪
川
と
穴
師
川
と
の
間
で
、
今
の
三
輪
町
の
東
に

あ
り
。
穴
師
川
を
隔
て
て
人
麿
の
歌
で
知
ら
る
る
、
弓
月
嶽
、
纏
向

山
に
対
し
て
居
る
。
此
等
は
磯
城
、
山
辺
両
郡
に
属
す
る
大
和
平
野

の
東
部
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
此
の
山
岳
地
帯
の
根
を
紆
余
曲
折
、
畝

を
越
へマ
マ

、
河
を
渡
つ
て
、
南
北
に
連
な
る
道
が
所
謂
山
辺
の
道
で
あ

る
。

　

此
の
道
は
、
四
道
将
軍
の
大
彦
の
命
や
、
丹
波
道
主
命
も
通
り
、

或
は
此
歌
の
作
者
額
田
王
も
、
そ
の
泣
き
ぬ
れ
た
眼
で
、
三
輪
山
を

振
り
帰
り
振
り
帰
り
眺
め
つ
つ
、
大
津
の
宮
へ
と
旅
ゆ
か
せ
ら
れ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
彼
の
人
麿
は
妹
と
別
を
惜
し
ん
で

　
　

 

石
見
の
や
高
角
山
の
木
の
間
よ
り
我
が
振
る
袖
を
妹
見
つ
ら
む
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か

　

と
詠
ん
で
居
る
。
是
は
対
照マ
マ

が
人
で
あ
り
、
額
田
王
の
対
照マ
マ

は
三

輪
山
で
あ
る
。
三
輪
山
で
あ
る
が
、
然
し
、
眼
は
三
輪
山
に
向
い
て

居
て
、
心
は
ど
こ
に
向
い
て
居
た
で
あ
ら
う
。
此
の
激
切
な
表
現
に

よ
つ
て
見
れ
ば
、
単
純
に
三
輪
に
対
し
て
の
情
の
み
と
は
受
け
取
り

難
い
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
。

　

此
の
歌
は
そ
れ
故
、
額
田
王
の
苦
し
き
立
場
、
そ
の
立
場
か
ら
来

る
深
刻
複
雑
な
心
の
動
き
が
底
に
あ
つ
て
、
か
か
る
現
表
と
な
つ
た

も
の
と
思
ふ
。
強
く
胸
に
迫
る
歌
で
あ
る
。

　

初
版
で
は
大
海
人
皇
子
に
対
す
る
額
田
王
の
愛
情
に
明
確
に
言
及
し
て

い
た
が
、
改
訂
後
は
こ
こ
に
引
い
た
通
り
で
、〈
心
は
ど
こ
に
〉
程
度
の

示
唆
に
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
の
存
在
に
は
全
く
触
れ
な
い
。

　

初
版
と
こ
の
改
訂
版
を
比
べ
れ
ば
、
当
局
の
判
断
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
小
松
前
掲
記
事
は
初
版

と
改
訂
後
の
第
六
版
（
一
九
四
三
年
一
月
二
〇
日
）
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

検
閲
し
た
警
察
は
、
二
人
の
天
皇
を
巻
き
込
ん
だ
愛
情
関
係
の
も

つ
れ
を
、
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
検
閲
後
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
6
版
で
も
、
瀏
が
三
角
関
係
の

解
釈
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
読
み
取
れ
ま
す
。
検
閲
が
、

内
容
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
言
い
回
し
や
表
現
の
仕
方
に
こ
だ

わ
っ
た
、
形
式
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

改
訂
版
で
も
天
智
天
皇
・
大
海
人
皇
子
・
額
田
王
の
三
角
関
係
を
読
み

取
れ
る
こ
と
、
検
閲
が
〈
三
角
関
係
の
解
釈
〉
自
体
で
な
く
、
そ
の
〈
表

現
の
仕
方
〉
を
咎
め
た
こ
と
、
は
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
内
務
省
警
保
局

検
閲
課
の
通
牒
に
〈
用
語
不
穏
当
〉
と
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
裏
付
け
に

な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
当
時
の
検
閲
全
般
に
〈
形
式
主
義
〉
が
み
と
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
い
ま
少
し
検
証
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
昭

和
戦
前
期
に
内
務
省
の
官
僚
と
し
て
出
版
検
閲
の
実
務
に
長
く
関
わ
っ
た

生
悦
住
求
馬
は
当
時
〈
安
寧
、
風
俗
を
害
す
る
や
否
や
は
（
略
）
全
く
客

観
的
に
定
む
べ
き
も
の
で
あ
る
〉
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

た
（『
出
版
警
察
法
概
論
』
一
九
三
五
年
、
八
七
─
八
八
頁
（
6
（

）。

　

安
寧
、
風
俗
を
害
す
る
事
項
が
直
接
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
場
合
は

勿
論
、
所
謂
言
外
に
推
知
せ
ら
る
る
場
合
に
於
て
も
処
分
を
為
す
こ

と
を
得
る
（
略
）。
又
具
体
的
な
る
と
抽
象
的
な
る
と
（
略
）
を
問
は

な
い
。

　

生
悦
住
は
判
例
を
踏
ま
え
、
抽
象
的
な
い
し
言
外
に
表
す
も
の
に
対
し

て
も
当
局
は
処
分
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
し
て
い
る
。『
増
補
改

訂
万
葉
名
歌
鑑
賞
』
へ
の
処
分
の
仕
方
は
、
額
田
王
の
歌
の
鑑
賞
に
関
す

る
個
別
の
判
断
だ
っ
た
と
捉
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ｂ　

関
み
さ
を
『
万
葉
に
現
れ
た
る
女
流
歌
人
と
そ
の
歌
』

　

万
葉
集
関
係
の
出
版
物
で
、
前
記
の
期
間
中
に
行
政
処
分
を
受
け
た
二

例
目
で
あ
る
。
本
書
は
万
葉
集
か
ら
女
性
の
作
を
抜
き
出
し
て
鑑
賞
し
た

も
の
だ
が
、
斎
藤
瀏
の
前
掲
書
に
続
い
て
本
書
が
処
分
を
受
け
た
こ
と
で
、

後
続
の
類
書
に
対
す
る
処
分
の
基
準
も
一
定
程
度
定
ま
っ
た
の
で
は
な
い
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か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

関
み
さ
を
は
一
八
九
三
年
生
ま
れ
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
を
卒
業

し
、
東
京
府
立
第
一
高
等
女
学
校
教
諭
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
の
後
新

潟
高
女
、
順
心
高
女
で
教
え
、
戦
後
は
白
百
合
女
子
大
学
教
授
。
女
性
の

国
文
学
者
の
草
分
け
で
、著
書
に
『
源
氏
物
語
女
性
考
』（
一
九
三
四
年
）、『
清

少
納
言
と
そ
の
文
学
』（
一
九
四
〇
年
）、『
源
氏
物
語
の
精
神
的
研
究
』（
一
九
四 

一
年
）
等
が
あ
る（

7
（

。

　

さ
て
、
本
書
は
元
々
一
九
二
九
年
に
博
文
館
か
ら
上
梓
し
て
い
た
も
の

だ
。
そ
れ
に
若
干
の
改
訂
を
施
し
、
一
九
四
二
年
九
月
二
〇
日
に
同
じ
版

元
か
ら
普
及
版
と
し
て
上
梓
し
た
。
こ
れ
が
同
年
一
二
月
八
日
に
次
版
改

訂
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
務
省
警
保
局
検
閲
課
が
警
視
庁
検

閲
課
・
各
庁
府
県
特
高
課
宛
に
発
出
し
た
一
二
月
一
八
日
付
通
牒
の
写
し

に
次
の
通
り
記
載
が
あ
る
。

　

二
四
、六
〇
、六
一
、六
二
頁　

天
智
天
皇
、
天
武
天
皇
、
額
田
女

王
ノ
三
角
関
係
記
事　

次
版
改
訂

　

斎
藤
瀏
『
増
補
改
訂
万
葉
名
歌
鑑
賞
』
と
同
じ
く
、
天
智
天
皇
・
大
海

人
皇
子
・
額
田
王
の
関
係
を
叙
述
し
た
箇
所
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
原
本
の
当
該
頁
を
見
る
と
、
二
四
頁
は
、

　

複
雑
な
の
は
天
智
、
天
武
二
帝
の
後
宮
関
係
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は

壬
申
乱
を
予
感
さ
せ
る
や
う
な
も
の
さ
へ
あ
る
の
で
あ
る
。

と
い
っ
た
具
合
で
、
二
帝
と
額
田
王
と
の
三
角
関
係
を
ほ
の
め
か
し
、
そ

れ
が
壬
申
の
乱
の
遠
因
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
〇

頁
で
は
〈
茜
さ
す
紫
野
ゆ
き
〉
の
一
首
の
背
景
に
想
像
を
め
ぐ
ら
し
て
、

　

か
ゆ
き
か
く
行
く
人
々
の
中
に
、
大
海
人
皇
子
の
燃
え
る
様
な
眼

ざ
し
が
女
王
を
射
て
ゐ
た
。
興
奮
す
る
心
を
詮
す
べ
も
な
い
様
に
、

軽
や
か
な
衣
の
袖
を
皇
子
は
頻
り
に
ふ
つ
て
居
ら
れ
た
。

な
ど
と
書
い
て
い
る
。〈
燃
え
る
様
な
眼
ざ
し
〉〈
興
奮
す
る
心
〉
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
い
さ
さ
か
扇
情
的
な
筆
致
で
あ
る
。
六
一
頁
で
は
中
大
兄
皇

子
の
三
山
歌
（
巻
一
・
一
三
）、

香か

具ぐ

山や
ま

は
畝う
ね

火び

を
を
し
と　

耳み
み
な
し成

と
相
争
ひ
き　

神
代
よ
り
か
く
な

る
ら
し　

古
も
し
か
な
れ
こ
そ　

う
つ
せ
み
も
嬬つ
ま

を
争
ふ
ら
し
き

に
つ
い
て
、

　

天
智
天
皇
が
三み
つ
や
ま山

の
歌
を
詠
ん
で
いマ
マ

ら
れ
る
の
も
、
こ
の
情
事
な

ど
の
象
徴
と
見
ら
れ
な
い
事
は
な
い
。

と
記
し
、
さ
ら
に
六
二
頁
で
は
天
武
天
皇
崩
御
後
の
歌
の
贈
答
を
め
ぐ
っ

て
、　

弓
削
皇
子
（
天
武
天
皇
の
皇
子
）
は
父
帝
を
忍
び
奉
る
と
共
に
、

そ
の
愛
人
な
る
額
田
女
王
を
連
想
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ
た

と
記
す
。
そ
れ
ぞ
れ
〈
情
事
〉〈
愛
人
〉
と
い
っ
た
単
語
の
使
用
が
目
を

引
く
。
四
頁
と
も
に
、
や
は
り
皇
室
の
尊
厳
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
問
題

視
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
次
版
改
訂
処
分
が
下
っ
た
後
に
本
書
の
改
訂
版
が
出
た
か
ど
う

か
、
私
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
に
関
す
る
当
局
の

判
断
の
あ
り
方
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
推
察
は
で
き
な
い
。
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ｃ　

峯
岸
義
秋
『
新
釈
万
葉
佳
調
』

　

同
様
の
三
例
目
で
あ
る
。
本
書
は
万
葉
集
の
約
一
割
の
歌
を
選
ん
で
注

釈
と
鑑
賞
を
加
え
て
い
る
。
学
術
書
の
体
裁
を
取
り
つ
つ
一
般
の
和
歌
愛

好
家
や
万
葉
集
初
心
者
ま
で
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

　

著
者
の
峯
岸
義
秋
は
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
、
群
馬
県
師
範
学
校
講
習
科

修
了
。小
学
校
で
教
員
を
し
つ
つ
、苦
学
し
て
古
典
和
歌
の
研
究
者
に
な
っ

た
人
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
に
高
等
教
員
検
定
試
験
国
語
科
に
合
格
、
熊

本
中
学
校
教
諭
を
経
て
第
二
高
等
学
校
教
授
と
な
り
、
戦
後
は
東
北
大
学

教
授
。
編
著
書
に
『
歌
論
史
概
説
』（
一
九
三
三
年
）、
岩
波
文
庫
『
六
百
番

歌
合
・
六
百
番
陳
情
』（
一
九
三
六
年
）、『
口
訳
万
葉
集
』（
一
九
四
三
─
四
四
年
）

等
が
あ
る（

8
（

。

　

本
書
は
三
省
堂
が
版
元
で
、
一
九
四
三
年
四
月
二
七
日
に
初
版
が
出
た
。

こ
れ
に
対
し
、
翌
五
月
一
二
日
に
次
版
改
訂
処
分
が
下
っ
た
。
前
記
の
通

牒
の
写
し
で
五
月
一
八
日
付
の
も
の
に
次
の
通
り
記
載
が
あ
る
。

　

Ｐ
24　

49　

中
大
兄
皇
子
、
大
海
人
皇
子
、
額
田
王
ノ
関
係
ヲ
記

述
セ
ル
ハ
皇
室
ノ
尊
厳
ヲ
害
フ
虞
ア
リ　

次
版
改
訂

　

こ
れ
ま
た
、
天
智
天
皇
・
大
海
人
皇
子
・
額
田
王
の
関
係
に
つ
い
て
叙

述
し
た
と
こ
ろ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
原
本
を
見
る
と
、
二
四
頁
は
中

大
兄
皇
子
の
三
山
の
長
歌
の
解
題
で
、

　

此
の
歌
は
、
中
大
兄
が
、
多
分
播
磨
の
印い
ん

南な
み

あ
た
り
に
旅
行
せ
ら

れ
た
時
に
、
た
ま
た
ま
此
の
伝
説
に
興
を
お
ぼ
え
て
お
作
り
に
な
つ

た
御
歌
だ
と
思
は
れ
る
。
此
の
三
山
の
争
ひ
を
、
そ
の
ま
ま
中
大
兄
、

大
海
人
皇
子
、
額
田
王
、
御
三
方
の
恋
愛
的
関
係
に
結
び
つ
け
て
考

へ
る
こ
と
も
興
味
の
あ
る
事
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
引
き
は
な
し
て

考
へ
て
も
、
山
に
ま
つ
は
る
伝
説
と
し
て
、
古
代
の
民
衆
生
活
に
深

い
か
か
は
り
を
持
つ
て
ゐ
る
事
と
思
ふ
。

な
ど
と
あ
る
。
叙
述
は
さ
ほ
ど
詳
し
く
も
な
く
、
問
題
の
三
者
の
関
係
を

特
に
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か
く
三
者
の

関
係
に
言
及
し
、
し
か
も
そ
れ
を
〈
恋
愛
的
関
係
〉
と
表
現
し
た
の
が
い

け
な
い
と
検
閲
官
は
言
う
の
だ
ろ
う
。
四
九
頁
は
〈
あ
か
ね
さ
す
紫
野
行

き
〉
の
一
首
の
解
題
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、

　

天
智
天
皇
が
近
江
の
蒲
生
野
に
猟
を
遊
ば
さ
れ
た
時
、
従
駕
し
て

ゐ
た
額
田
王
が
、
嘗
て
の
愛
人
で
あ
り
、
現
在
な
ほ
に
く
か
ら
ぬ
御

間
柄
で
い
ら
せ
ら
れ
る
皇
太
弟
、
大
海
人
皇
子
に
対
し
て
詠
ま
れ
た

御
歌
で
あ
る
。

な
ど
と
あ
る
。
大
海
人
皇
子
と
額
田
王
の
関
係
を
〈
嘗
て
の
愛
人
〉〈
現

在
な
ほ
に
く
か
ら
ぬ
御
間
柄
〉
と
あ
か
ら
さ
ま
に
記
し
た
と
こ
ろ
が
皇
室

の
尊
厳
を
害
す
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
一
つ
奇
妙
な
こ
と
が
あ
る
。
本
書
の
検
閲
が
い
か

に
も
不
徹
底
な
こ
と
だ
。
引
用
箇
所
と
内
容
の
よ
く
似
た
頁
が
ま
だ
ほ
か

に
も
あ
る
の
だ
が
、
先
の
通
牒
を
見
る
限
り
、
そ
ち
ら
は
処
分
の
理
由
に

挙
が
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
二
二
頁
、
額
田
王
の
一
首
〈
熟に
ぎ

田た

津づ

に　

船ふ
な

乗の
り

せ
む
と　

月
待
て
ば　

潮し
ほ

も
か
な
ひ
ぬ　

今
は
漕こ

ぎ
出
で

な
〉（
巻
一
・
八
）
の
解
題
を
見
る
と
、

　

額
田
王
は
（
略
）
天
武
天
皇
が
ま
だ
大
海
人
皇
子
と
申
さ
れ
た
時

代
に
、
愛
せ
ら
れ
て
十
市
皇
女
を
生
み
、
後
、
天
智
天
皇
に
も
愛
せ
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ら
れ
、
天
皇
崩
御
後
は
再
び
天
武
天
皇
に
愛
せ
ら
れ
た
御
方
で
あ
つ

て
、
和
歌
史
以
外
に
も
注
目
す
べ
き
立
場
に
い
ら
せ
ら
れ
た
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
三
五
・
三
六
頁
、
額
田
王
の
〈
秋
山
吾
は
〉
の
長
歌
（
巻

一
・
一
六
）
の
解
題
で
は
、

　

額
田
王
が
若
き
日
に
大
海
人
皇
子
に
愛
せ
ら
れ
、
其
の
後
ど
う
い

ふ
い
き
さ
つ

0

0

0

0

が
あ
つ
た
か
分
ら
な
い
が
天
智
天
皇
に
愛
せ
ら
れ
、
更

に
天
皇
崩
御
後
、
又
天
武
天
皇
（
大
海
人
皇
子
）
に
愛
せ
ら
れ
た
奇

し
き
運
命
を
持
つ
女
性
で
あ
つ
た

云
々
と
再
び
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
記
し
た
後
、
他
の
歌
を
〈
解
釈
・
鑑
賞

す
る
上
に
も
、
は
つ
き
り
と
記
憶
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

こ
こ
に
繰
り
返
し
て
述
べ
て
置
く
〉
と
強
調
ま
で
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
の

場
合
も
問
題
の
三
角
関
係
を
明
記
し
て
お
り
、
先
の
二
四
頁
の
叙
述
と
何

か
の
差
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
な
い
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
斎
藤
瀏
の
著

書
で
は
〈
大
海
人
皇
子
の
寵
を
受
け
〉
と
い
う
表
現
が
問
題
視
さ
れ
て
い

た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と
こ
こ
で
の
〈
愛
せ
ら
れ
〉
が
大
き
く
違
っ
て
い
る

と
も
思
わ
れ
な
い
。
似
た
叙
述
で
あ
る
の
に
検
閲
の
結
果
が
異
な
っ
た
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
想
像
に
頼
る
ほ
か
な
い
が
、
八
番
歌
と
一
六

番
歌
の
場
合
、
歌
の
題
材
自
体
は
恋
や
愛
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

検
閲
官
が
注
意
を
怠
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
本
書
は
初
版
を
八
ヶ
月
ほ
ど
で
売
り
切
っ
た
よ
う
だ
。
再
版
は

翌
一
九
四
四
年
一
月
一
〇
日
発
行
。
次
版
改
訂
処
分
の
結
果
が
ど
う
な
っ

た
か
、
見
て
お
こ
う
。
処
分
の
理
由
と
さ
れ
た
二
四
・
四
九
頁
は
、
前
に

引
い
た
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　

此
の
歌
は
、
中
大
兄
が
、
多
分
播
磨
の
印い
ん

南な
み

あ
た
り
に
旅
行
せ
ら

れ
た
時
に
、
た
ま
た
ま
此
の
伝
説
に
興
を
お
ぼ
え
て
お
作
り
に
な
つ

た
御
歌
だ
と
思
は
れ
る
。
か
う
い
ふ
妻
争
説
話
は
、
他
の
地
方
に
も

あ
つ
て
大
和
に
限
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
万
葉
人
に
と
つ
て
最

も
親
し
い
大
和
三
山
に
ま
つ
は
る
伝
説
を
、
而
も
、
人
間
世
界
の
現

実
問
題
と
し
て
も
存
在
す
る
、
と
い
ふ
風
に
御
詠
歎
遊
ば
さ
れ
た
と

こ
ろ
に
、
格
別
の
興
味
が
あ
る
御
歌
で
あ
る
。（
二
四
頁
）

　

天
智
天
皇
が
近
江
の
蒲
生
野
に
御
猟
を
遊
ば
さ
れ
た
時
、
従
駕
し

て
居
ら
れ
た
額
田
王
が
、
同
じ
く
鹵
簿
の
中
に
い
ら
せ
ら
れ
た
皇
太

弟
、
大
海
人
皇
子
に
対
し
て
詠
ま
れ
た
御
歌
で
あ
る
。（
四
九
頁
）

　

天
智
天
皇
・
大
海
人
皇
子
・
額
田
王
の
関
係
を
叙
述
し
て
い
た
部
分
は
、

こ
の
よ
う
に
す
っ
か
り
書
き
換
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は
、
読
者

は
三
者
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
処
分
に
忠
実
な
改
訂

だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
他
の
頁
に
目
を
向
け
れ
ば
、
当
局
の
監
督
指
導
に
真
に
忠
実

な
著
者
だ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
初
版
の
検
閲
の
際
に
当
局
の

指
摘
か
ら
漏
れ
た
二
二
・
三
五
・
三
六
頁
に
つ
い
て
は
、
こ
の
著
者
は
た
だ

の
一
文
字
も
書
き
改
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
再
版
本
の
読
者

は
幾
分
面
倒
で
は
あ
る
が
、
中
大
兄
皇
子
の
三
山
歌
や
額
田
王
・
大
海
人

皇
子
の
蒲
生
野
の
歌
を
読
み
味
わ
う
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ら
未
改
訂
の
三

頁
で
三
者
の
関
係
を
予
習
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
著
者
本
人
は
も
ち

ろ
ん
、
意
識
的
に
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
も
う
一
箇
所
、
本
書
の
初
版
と
再
版
の
違
い
に
触
れ
て
お
く
。
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初
版
で
は
奥
付
を
印
刷
し
た
頁
の
裏
面
は
同
じ
版
元
の
単
行
本
の
広
告

だ
っ
た
。
再
版
で
は
そ
の
広
告
を
外
し
、
代
わ
り
に
軍
の
航
空
部
隊
（
飛

行
部
隊
）
の
隊
員
の
図
を
載
せ
、
そ
の
脇
に
〈
撃
ち
て
し
止
ま
む
〉
と
大

書
し
て
い
る
。
万
葉
集
の
関
連
書
籍
で
は
、
後
に
も
先
に
も
こ
の
よ
う
な

本
は
無
い
だ
ろ
う
。

　

私
は
本
書
の
再
版
本
以
外
に
一
九
四
四
年
か
ら
四
五
年
八
月
ま
で
の
三

省
堂
発
行
の
単
行
本
を
百
冊
余
り
閲
覧
し
、
そ
の
う
ち
一
冊
（
桂
広
介
『
文

化
と
表
現
』、
一
九
四
四
年
二
月
一
〇
日
）
だ
け
同
じ
図
を
載
せ
て
い
る
の
を
見

付
け
た
。
国
策
協
力
の
姿
勢
を
示
す
と
い
う
版
元
の
意
図
は
明
ら
か
だ
が
、

こ
の
図
を
載
せ
る
書
籍
に
共
通
項
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

ｄ　

西
村
真
次
『
万
葉
集
伝
説
歌
謡
の
研
究
』

　

同
様
の
四
例
目
、
か
つ
私
が
確
認
で
き
た
最
後
の
事
例
。
本
書
は
万
葉

集
か
ら
各
地
の
伝
説
に
関
わ
り
の
あ
る
歌
を
抜
き
出
し
、
伝
説
の
種
類
別

に
考
察
を
加
え
た
研
究
書
で
あ
る
。

　

西
村
真
次
は
一
八
七
九
年
生
ま
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中

に
学
問
へ
の
関
心
を
深
め
、
学
者
に
転
身
し
た
人
で
あ
る
。
日
露
戦
争
で

応
召
の
後
、
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
。
朝
日
新
聞
社
、
冨
山
房
を
経
て
早

稲
田
大
学
教
授
と
な
り
、
日
本
古
代
史
、
人
類
学
、
そ
の
他
広
範
な
分
野

に
足
跡
を
残
し
た
。
主
な
著
書
にT

he K
um

ano-no-m
orota-bune, 

or, the M
any-oared-ship of K

um
ano

（
一
九
一
七
年
）、『
万
葉
集
の
文

化
史
的
研
究
』（
一
九
二
八
年
）、『
人
類
学
汎
論
』（
一
九
二
九
年
）
等
が
あ
る（

9
（

。

　

さ
て
、
本
書
は
元
々
『
作
者
別
万
葉
集
評
釈
』
の
第
六
巻
「
伝
説
歌
謡

（右）再版本『新釈万葉佳調』の奥付。
裏面の印影が裏写りしている。

（左）同奥付の頁の裏面にある図。その
中央に蔵書印が捺されている。
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篇
」
と
し
て
、
一
九
三
六
年
に
非
凡
閣
か
ら
上
梓
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
に

い
く
ら
か
改
訂
を
施
し
、
上
記
の
通
り
に
改
題
し
た
も
の
が
一
九
四
三
年

六
月
三
〇
日
に
第
一
書
房
か
ら
発
行
と
な
っ
た
。
た
だ
、
西
村
は
こ
の
発

行
を
見
る
こ
と
な
く
、
前
月
末
に
病
死
し
て
い
る
。

　

こ
の
第
一
書
房
版
が
七
月
二
二
日
付
で
次
版
改
訂
処
分
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
前
記
の
通
牒
の
写
し
で
八
月
二
日
付
の
も
の
に
次
の
通
り
記

載
が
あ
る
。

　

四
十
二
、四
十
三
、一
二
五
頁　

天
智
天
皇
ノ
妻
争
ヒ
ニ
言
及
セ
ル

ハ
不
敬　

南
北
朝
ノ
字
句　

次
版
改
訂

　

例
の
三
角
関
係
へ
の
言
及
が
こ
こ
で
も
ま
ず
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
原
本
を
見
る
と
、
四
二
、四
三
頁
は
中
大
兄
皇
子
の
三
山
歌

を
取
り
上
げ
た
く
だ
り
で
あ
る
。
一
部
を
引
く
と
、

　

其
問
題
と
い
ふ
の
は
、
此
中
大
兄
皇
子
の
御
歌
か
ら
、
何
ら
か
の

歴
史
的
事
実
を
抽
出
し
得
る
か
否
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
古
来
此

歌
の
背
後
に
は
、
天
智
、
天
武
二
帝
の
額
田
女
王
を
争
は
れ
た
歴
史

的
事
実
が
潜
ん
で
ゐ
る
と
す
る
説
が
あ
つ
た
。（
略
）
然
る
に
最
近
、

此
歌
は
額
田
女
王
に
関
す
る
も
の
で
な
く
、
蘇
我
倉
山
田
麿
の
長
女

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
（
略
）
と
い
ふ
新
説
が
、
長
谷
川
如
是
閑
に

よ
つ
て
提
唱
さ
れ
た
。
彼
れ
は
い
ふ
、

　
『
中
大
兄
皇
子
の
此
歌
を
詠
ん
だ
時
期
は
、
ま
だ
皇
太
子
に
立
た

れ
な
い
前
故
、
此
歌
の
モ
チ
ー
フ
を
見
ら
れ
て
ゐ
る
「
性
」
の
闘
争

の
事
件
も
、
壬
申
の
乱
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
そ
れ
で
は
な
く
、

恐
ら
く
、
皇
太
子
が
蘇
我
倉
山
田
麿
の
長
女
を
娶
ら
う
と
し
た
時
、

身
挟
臣
の
た
め
に
そ
の
女
を
偸
ま
れ
た
あ
の
事
件
で
あ
ら
う
。（
略
）』

　

な
る
ほ
ど
、
か
う
も
云
へ
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
此
御
歌

が
明
ら
か
に
如
上
の
歴
史
的
事
実
を
歌
つ
た
も
の
だ
と
い
へ
ば
、
そ

れ
は
た
し
か
に
錯
誤
に
陥
る
。

　

当
局
が
問
題
視
し
た
の
は
〈
天
智
、
天
武
二
帝
の
額
田
女
王
を
争
は
れ

た
歴
史
的
事
実
〉
や
〈「
性
」
の
闘
争
の
事
件
〉、
も
し
く
は
〈
皇
太
子
が

蘇
我
倉
山
田
麿
の
長
女
を
…
…
偸
ま
れ
た
あ
の
事
件
〉
と
い
っ
た
箇
所
だ

ろ
う
。
い
ず
れ
も
先
行
説
の
紹
介
の
中
に
出
て
く
る
文
言
で
あ
る
。
一
方
、

引
用
文
の
末
尾
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
村
自
身
は
先
行
説
に
対

し
て
必
ず
し
も
同
意
見
で
は
な
か
っ
た
。
中
大
兄
皇
子
の
三
山
歌
を
読
み

解
く
に
際
し
て
、
そ
れ
ら
の
〈
歴
史
的
事
実
〉
の
反
映
よ
り
も
山
岳
信
仰

の
影
響
の
方
を
西
村
は
重
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

検
閲
官
も
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
な
の
で
、
そ
の
程
度
の
こ
と
は
当
然
読

み
取
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
局
は
当
該
頁

の
改
訂
を
命
じ
た
。
生
悦
住
前
掲
書
が
示
唆
し
た
と
こ
ろ
の
当
局
の
〈
客

観
的
〉
な
判
断
基
準
が
そ
こ
に
顕
現
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、一
二
五
頁
は
中
山
太
郎
『
日
本
民
俗
学
辞
典
』（
一
九
三
三
年
）

の
引
用
で
あ
る
。
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、

　

松
浦
佐
用
姫
の
望
夫
石
伝
説
は
、
南
北
朝
期
に
言
ひ
出
さ
れ
た
も

の
で
（『
灯
火
録
』）、
其
以
前
は
寡
見
に
入
ら
ぬ
。

と
い
う
一
文
の
中
の
〈
南
北
朝
〉。
こ
の
時
代
の
政
府
の
見
解
で
は
吉
野

朝
が
正
統
で
あ
り
、
北
朝
に
も
正
統
性
を
み
と
め
る
〈
南
北
朝
〉
と
い
う

歴
史
用
語
は
い
わ
ば
禁
句
だ
っ
た
。
当
局
に
よ
り
こ
の
一
語
の
訂
正
を
命
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じ
ら
れ
た
書
籍
は
数
例
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

10
（

。
本
書
の
場
合
も
同
様
の

事
例
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
の
箇
所
が
中
山
の
言
葉
の
引
用

で
あ
っ
て
西
村
自
身
の
言
葉
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
検
閲
の
仕
方

を
理
解
す
る
上
で
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
誰
の
発
言
か
と
い
っ
た
こ
と
に

検
閲
官
は
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
こ
で
も
た
だ
〈
客
観
的
〉
に
判
断

し
た
わ
け
だ
。

　

な
お
、
本
書
の
再
版
が
発
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
私
は
確
認
で
き
て
い

な
い
。
西
村
の
旧
著
『
万
葉
集
の
文
化
史
的
研
究
』
は
好
評
を
博
し
て
何

度
も
増
刷
を
繰
り
返
し
て
い
た
か
ら
、
本
書
の
版
元
も
売
れ
行
き
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
著
者
が
亡
く
な
っ
た

と
こ
ろ
へ
次
版
改
訂
処
分
が
下
っ
て
、
改
版
は
困
難
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
万
葉
集
の
関
連
書
籍
に
対
す
る
行
政
処
分
四
件
に
つ
い
て
述
べ

た
。
こ
こ
で
明
確
に
な
っ
た
の
は
、
四
件
全
て
で
天
智
天
皇
・
大
海
人
皇

子
・
額
田
王
の
関
係
を
め
ぐ
る
叙
述
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
万
葉
集
の
各
歌
を
有
力
な
根
拠
と
し
て
こ
の
三
者
の
関
係

を
三
角
関
係
と
見
做
し
た
り
、
そ
の
関
係
の
た
め
に
天
智
・
天
武
二
帝
の

間
が
不
和
に
な
っ
た
と
捉
え
た
り
す
る
よ
う
な
学
説
に
対
し
て
は
、
現
代

の
学
界
は
概
ね
否
定
的
な
よ
う
だ
。
し
か
し
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
は
そ
う

で
は
な
か
っ
た
。
久
米
邦
武
『
日
本
古
代
史
』（
一
九
〇
五
年
）
が
す
で
に

異
論
を
唱
え
て
い
た
も
の
の
、
伴
信
友
『
長
等
の
山
風
』
以
来
の
二
帝
不

和
説
は
昭
和
に
入
っ
て
な
お
影
響
力
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
。
目
に
付
い

た
と
こ
ろ
を
挙
げ
れ
ば
、堀
田
璋
左
右
『
古
代
史　

奈
良
時
代
史
』（
一
九
二 

九
年
）、佐
藤
小
吉
『
奈
良
朝
史
』（
一
九
三
〇
年
）
な
ど
が
そ
の
説
を
採
用
し
、

沢
瀉
久
孝
が
蒲
生
野
の
歌
に
つ
い
て
〈
正
史
に
見
え
ぬ
壬
申
の
乱
の
か
く

れ
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
歴
史
家
か
ら
も
注
意
せ
ら
れ
て
ゐ
る
〉
と
記
し

て
い
る
（『
万
葉
集
新
釈
』
上
巻
、
一
九
三
一
年
、
七
五
頁
）。

　

一
九
四
二
、三
年
頃
の
検
閲
官
は
、
当
時
の
通
説
を
一
つ
の
常
識
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
引
用
し
た
当
局
の
通
牒
に
は
、
事

実
に
反
す
る
と
か
原
典
に
な
い
と
か
の
指
摘
は
一
切
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
彼
ら
自
身
、
お
そ
ら
く
は
天
智
天
皇
・
大
海
人
皇
子
・
額
田
王

の
〈
恋
愛
的
関
係
〉
を
歴
史
的
事
実
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
そ

の
露
骨
な
記
述
は
皇
室
の
尊
厳
に
関
わ
る
と
判
断
し
、
そ
れ
を
出
版
物
の

上
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
禁
止
で
も
削
除
で
も
な
く
、
比
較
的
鷹
揚

な
次
版
改
訂
に
と
ど
め
た
理
由
も
、
一
つ
は
そ
の
辺
り
に
あ
る
だ
ろ
う
。

三　

統
成
強
化
と
そ
の
影
響

　

本
稿
で
は
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
に
対
す
る
処
分
は
網
羅
的
な
調
査
の
対

象
か
ら
外
し
た
が
、
一
例
だ
け
挙
げ
て
お
け
ば
、
静
岡
県
で
発
行
さ
れ
て

い
た
同
人
雑
誌
『
親
潮
』
一
九
四
二
年
九
月
号
（
一
一
月
一
〇
日
発
行
）
が

一
二
月
三
日
付
で
安
寧
秩
序
紊
乱
の
理
由
で
削
除
処
分
を
受
け
て
い
る
。

『
出
版
警
察
報
』
一
四
六
号
（
一
九
四
三
年
四
月
頃
発
行
）
に
、

　
「
万
葉
人
私
観
」（
朝
倉
久
署
名
）
ト
題
ス
ル
記
事
ハ
皇
室
ノ
恋
愛

関
係
ヲ
記
述
シ
不
敬
ニ
亘
ル
嫌
ヒ
ア
ル
ニ
因
リ
七
頁
及
八
頁
削
除
。

と
あ
る（

11
（

。
原
本
未
見
の
た
め
当
該
記
事
の
詳
し
い
内
容
等
は
不
明
。
た
だ
、

万
葉
集
に
取
材
し
た
記
事
で
〈
皇
室
ノ
恋
愛
関
係
ヲ
記
述
シ
不
敬
ニ
亘
ル
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嫌
ヒ
〉
が
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
や
は
り
天
智
天
皇
・
大
海
人
皇
子
・

額
田
王
の
関
係
に
言
及
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
処
分
が
次
版
改
訂
よ

り
重
い
〈
削
除
〉
だ
っ
た
理
由
も
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
少
部
数

の
同
人
雑
誌
に
対
す
る
処
分
の
実
効
性
を
当
局
が
考
慮
し
た
た
め
か
も
し

れ
な
い
。
一
体
、
雑
誌
や
新
聞
が
次
版
改
訂
処
分
を
受
け
た
例
を
私
は
知

ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
雑
誌
記
事
も
含
め
、
万
葉
集
関
連
の
出
版
物
に
対
す

る
処
分
が
一
九
四
二
年
以
降
に
集
中
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
注
目
し
た
い
の
は
、
前
に
取
り
上
げ
た
単
行
本
四
点
の
う
ち
三
点
、
す

な
わ
ち
斎
藤
瀏
、
関
み
さ
を
、
西
村
真
次
の
各
著
書
に
旧
版
が
存
在
し
た

こ
と
だ
。
こ
の
三
点
の
新
旧
版
を
そ
れ
ぞ
れ
見
比
べ
る
と
、
新
版
で
処
分

を
受
け
た
頁
は
旧
版
で
も
ほ
ぼ
同
文
。
そ
し
て
、
ど
の
旧
版
も
無
事
検
閲

を
通
過
し
て
お
り
、
い
か
な
る
処
分
も
受
け
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
注
意
し
た
い
の
は
、
処
分
を
受
け
た
単
行
本
四
点
の

の
よ
う
な
叙
述
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
特
に
珍
し
い
内
容
で
も
表
現
で
も
な

か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
の
で
、
ほ

ん
の
一
部
だ
け
紹
介
す
る
と
、
沢
瀉
久
孝
前
掲
書
に
は
、

　

額
田
王
十
六
七
歳
の
頃
、
当
時
三
十
歳
前
後
で
あ
つ
た
大
海
人
皇

子
の
寵
を
う
け
て
十
市
皇
女
を
生
み
奉
つ
た
。（
七
五
頁
）

と
あ
り
、
谷
馨
『
歴
代
名
歌
評
釈
』（
一
九
三
六
年
）
に
も
、

　

大
海
人
皇
子
の
寵
を
得
て
、
十
市
皇
女
を
生
ま
れ
た
。（
五
七
頁
）

と
あ
っ
て
、
斎
藤
瀏
前
掲
書
と
ほ
ぼ
同
一
の
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
金
子

薫
園
「
額
田
女
王
」（
和
田
利
彦
編
『
万
葉
集
講
座
』
第
一
巻
・
作
者
研
究
篇
、
春

陽
堂
、
一
九
三
三
年
）
は
王
の
若
き
日
の
一
場
面
を
自
由
に
想
像
し
て
、

　

天
皇
か
ら
の
御
使
を
屢
々
受
け
て
、
皇
子
に
打
明
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
つ
た
羽
目
に
な
つ
た
時
、
こ
れ
を
お
聞
き
に
な
つ
た
皇
子
の

御
驚
き
は
ど
ん
な
で
あ
つ
た
ら
う
。
さ
う
し
て
、
そ
の
果は
て

は
激
し
い

憤
怒
の
情
に
変
ら
れ
た
こ
と
と
思
ふ
。
子
ま
で
な
し
た
二
人
の
仲
を

裂
い
て
、
お
召
し
に
な
る
と
は
、
御
兄
君
と
し
て
あ
ん
ま
り
な
お
仕

打
で
あ
る
。（
略
）
女
王
と
相
擁
し
て
血
涙
を
し
ぼ
ら
れ
た
こ
と
と

思
ふ
。（
五
五
頁
）

と
、ま
る
で
小
説
か
何
か
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
木
本
順
治『
万

葉
集
手
ほ
ど
き
』（
一
九
三
九
年
、
九
三
─
九
五
頁
）
と
な
る
と
、
著
者
自
身

が
〈
文
学
を
平
易
に
説
い
て
大
衆
的
に
し
た
い
〉
と
望
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
身
も
蓋
も
な
く
、
天
皇
が
王
に
〈
横
恋
慕
〉
し
、
王
は
天
皇
と
皇

子
に
〈
二
股
〉
を
か
け
た
、
な
ど
と
書
く
。
前
節
の
四
点
の
書
籍
よ
り
こ

ち
ら
の
方
が
よ
ほ
ど
表
現
に
遠
慮
が
な
い
の
だ
っ
た
。
斎
藤
瀏
や
関
み
さ

を
の
著
書
に
処
分
を
下
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
も
処
分
を
下
す
の
が

公
平
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
る
に
、
い
ま
こ
こ
に
挙
げ
た
書
籍
は
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
処
分
を

受
け
た
形
跡
が
な
い
。
一
九
四
二
年
以
前
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
当
局
の

判
断
が
変
化
し
た
と
解
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。

　

で
は
、
い
つ
頃
、
な
ぜ
そ
の
変
化
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
直
接
証
拠

に
な
る
よ
う
な
史
料
を
私
は
知
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
状
況
証
拠
だ
け
を
提

示
し
て
お
こ
う
。
一
九
三
二
年
一
一
月
一
五
日
発
行
の
宮
崎
晴
美
編
『
改

訂
万
葉
名
歌
選
』（
明
治
書
院
）
は
高
等
学
校
等
の
教
科
書
用
に
編
纂
し
た
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も
の
で
あ
る
。
頁
を
繰
る
と
天
智
天
皇
の
三
山
の
長
歌
、
額
田
王
と
大
海

人
皇
子
の
蒲
生
野
の
歌
が
あ
り
、
さ
ら
に
有
間
皇
子
の
挽
歌
（
巻
二
・

一
四
一
お
よ
び
一
四
二
）、

磐イ
ハ

白シ
ロ

の
浜
松
が
枝エ

を
引
き
結
び
真マ

幸サ
キ

く
あ
ら
ば
ま
た
還
り
見
む

家
に
あ
れ
ば
笥ケ

に
盛
る
飯イ
ヒ

を
草
枕
旅
に
し
あ
れ
ば
椎シ
ヒ

の
葉
に
盛
る

な
ど
も
入
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
改
訂
版
で
あ
る
一
九
四
一
年
七

月
三
〇
日
発
行
の
『
修
正
万
葉
名
歌
選
』
に
目
を
転
じ
る
と
、
収
録
歌
の

一
部
が
異
な
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
右
に
挙
げ
た
歌
を
外
し
、
そ
の
代
わ

り
に
額
田
王
の
作
と
し
て
は
天
智
天
皇
を
悼
む
歌
（
巻
二
・
一
五
一
）、

か
か
ら
む
と
予カ

ね
て
知
り
せ
ば
大
御
船
泊ハ

て
し
と
ま
り
に
標シ
メ

結ユ

は
ま

し
を

を
収
め
た
ほ
か
、新
た
に
間
人
連
老
の
勇
壮
な
長
歌（
巻
一
・
三
）と
反
歌（
同
・

四
）、

玉
き
は
る
内
の
大
野
に
馬
な
め
て
朝
ふ
ま
す
ら
む
其
の
草ク
サ

深フ
カ

野ヌ

な
ど
も
収
め
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
同
様
の
事
例
は
も
う
一
件
、
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
三
四
年
一
一
月
二
五
日
発
行
の
森
本
治
吉
編

『
新
訂
要
註
万
葉
集
（
抄
）』（
三
省
堂
）
も
ま
た
高
等
学
校
や
専
門
学
校
の

教
科
書
用
に
編
纂
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
は
天
智
天
皇
の
三
山
の
長
歌
と

反
歌
（
巻
一
・
一
四
）、

高カ
グ
ヤ
マ山

与ト　

耳ミ
ミ
ナ
シ
ヤ
マ

梨
山
与ト　

相ア
ヒ

之シ

時ト
キ　

立
タ
チ
テ

見ミ

爾ニ

来コ

之シ　

伊イ

ナ

ミ
奈
美
国ク
ニ

波ハ

ラ良

が
あ
り
、
額
田
王
と
大
海
人
皇
子
の
蒲
生
野
の
歌
、
有
間
皇
子
の
挽
歌
二

首
も
あ
り
、
さ
ら
に
防
人
の
歌
（
巻
二
〇
・
四
四
二
五
）、

防さ
き
も
り人

に
行
く
は
誰た

が
夫せ

と
問
ふ
人
を
見
る
が
羨と
も

し
さ
物
思
ひ
も
せ
ず

な
ど
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
書
の
改
訂
版
で
あ
る
一
九
四
一
年
一
月

三
〇
日
発
行
の
『
万
葉
集
（
抄
）』
は
、
そ
れ
ら
の
歌
を
こ
と
ご
と
く
捨

て
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
、
森
本
自
身
が
四
一
年
版

の
凡
例
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
六
年
度
か
ら
、
国
家
の
新
体
制
組
織
に
応
じ
て
、
全
部
の

教
科
書
の
内
容
を
改
訂
す
る
様
文
部
省
か
ら
指
達
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
書
も
、
其
に
即
応
し
て
、
新
し
い
国
の
姿
に
か
な
ひ
、
且
積
極
的

に
其
を
支
持
進
歩
さ
せ
る
歌
作
を
撰
抜
す
る
様
、
旧
版
を
取
捨
致
し

ま
し
た
。

　
〈
文
部
省
の
指
達
〉
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
つ
。
た
だ
、
右
の

引
用
文
だ
け
で
も
そ
の
概
要
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
要
す
る

に
一
九
四
〇
年
後
半
以
降
、
近
衛
二
次
政
権
の
新
体
制
運
動
を
文
部
省
が

利
用
し
、
統
制
を
強
め
た
の
だ
。
日
中
戦
争
が
長
期
化
し
、
国
全
体
に
閉

塞
感
が
漂
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
戦
時
体
制
の
強
化
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
教
育
を
通
じ
て
よ
り
一
層
皇
室
の
権
威
を
高
め
つ
つ
、

国
民
の
統
合
を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、

古
代
の
皇
子
が
謀
反
の
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
天
皇
・
皇
太
子
と
貴
族

の
女
が
三
角
関
係
に
な
っ
た
り
と
い
っ
た
〈
歴
史
的
事
実
〉
は
具
合
が
悪

か
っ
た
。
他
人
の
夫
が
出
征
し
な
い
こ
と
を
羨
む
人
妻
は
銃
後
の
女
の
模

範
と
は
な
り
得
ず
、
こ
れ
ま
た
不
都
合
な
存
在
だ
っ
た
。
森
本
は
文
部
省

の
意
向
を
忖
度
し
て
、
そ
れ
ら
を
題
材
と
す
る
歌
を
教
科
書
か
ら
除
外
し

た
。
宮
崎
晴
美
の
場
合
も
事
情
は
同
じ
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
万
葉
集
の
関
連
書
籍
に
対
す
る
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検
閲
当
局
の
判
断
の
変
化
も
、
同
じ
時
期
に
同
じ
時
勢
に
促
さ
れ
た
も
の

と
見
る
の
が
最
も
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
生
悦
住
前
掲
書
（
八
七
頁
）
は
、

　

安
寧
秩
序
の
観
念
も
風
俗
の
観
念
も
共
に
相
対
的
な
も
の
で
あ
つ

て
、
時
と
場
合
と
を
超
越
し
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
に
於
け
る
社

会
環
境
と
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
。
従
つ
て
社
会
環
境
の
変
遷
に

依
り
変
遷
す
る
を
免
れ
ぬ
（
略
）。

と
述
べ
た
後
で
、

　

尤
も
我
が
皇
室
の
尊
厳
並
に
国
体
の
基
礎
に
関
す
る
観
念
は
性
質

上
永
久
不
変
で
あ
り
、
常
に
処
分
の
対
象
た
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。

と
力
説
し
て
い
た
。
し
か
し
、
視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、〈
性
質
上
永
久

不
変
〉
で
あ
る
は
ず
の
皇
室
の
尊
厳
に
関
す
る
観
念
も
ま
た
変
化
し
た
の

で
あ
る
。
万
葉
集
関
係
の
単
行
本
に
対
す
る
処
分
が
常
に
次
版
改
訂
で

あ
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
か
つ
て
不
問
に
付
し
て
い
た
も
の
を
突
然

禁
止
に
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
比
較
的
軽
い
と
は
い
え
、
次
版
改
訂
処
分
も
処
分
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
先
の
文
部
省
の
示
達
と
と
も
に
後
続
の
関
連
書
籍
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
は
ず
だ
。
こ
れ
が
そ
の
影
響
だ
と
断
定
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
困
難
だ
が
、例
え
ば
、高
藤
武
馬『
万
葉
女
人
像
』（
一
九
四 

四
年
）
は
額
田
王
と
大
海
人
皇
子
の
蒲
生
野
の
歌
の
背
後
に
天
皇
と
の
三

角
関
係
が
あ
る
こ
と
を
言
外
に
匂
わ
せ
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

今
日
に
於
て
、
そ
の
や
う
な
こ
と
は
及
び
も
つ
か
な
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
然
し
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
皇
室
の
尊
厳
性
を
疑
ふ
や
う

な
不
心
得
者
は
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
り
に
も
左
様
な
考
へ
を
懐

く
も
の
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
日
本
人
と
し
て
資
格
足
ら
ざ

る
も
の
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
八
頁
）

　

蒲
生
野
の
歌
の
鑑
賞
と
し
て
は
、〈
皇
室
の
尊
厳
性
〉
で
あ
る
と
か
日

本
人
の
資
格
で
あ
る
と
か
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
随
分
唐
突
だ
。
当
時
、

こ
の
二
首
に
賛
辞
を
呈
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
程
度
の
釈
明
が
必

要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
前
、
峯
岸
義
秋
『
新
釈
万
葉

佳
調
』
も
大
海
人
皇
子
の
〈
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
〉
の
一
首
を
鑑
賞
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　
「
す
め
ら
み
こ
と
」
の
御
心
情
を
さ
な
が
ら
に
味
は
ふ
事
が
出
来

る
と
は
、
何
と
い
ふ
、
有
難
く
、
尊
く
、
忝
き
極
み
で
あ
ら
う
。
被

治
者
た
る
臣
民
に
対
し
て
外
国
の
や
う
に
故
意
に
隠
し
た
り
、
作
為

し
た
り
せ
ぬ
わ
が
国
柄
の
何
と
い
ふ
「
明
る
さ
」「
お
ほ
ら
か
さ
」

で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
ぞ
わ
が
国
体
の
万
国
に
比
類
を
絶
し
た
美
し
さ

を
現
は
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。（
五
五
頁
）

　

や
は
り
〈
わ
が
国
柄
の
何
と
い
ふ
「
明
る
さ
」〉〈
わ
が
国
体
の
万
国
に

比
類
を
絶
し
た
美
し
さ
〉
な
ど
が
大
仰
に
過
ぎ
る
。
当
時
、
か
の
大
海
人

皇
子
の
一
首
に
賛
意
を
表
す
る
に
は
、
同
時
に
こ
う
い
っ
た
ア
リ
バ
イ
作

り
の
よ
う
な
弁
明
を
必
要
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
同
書
は
別
の
頁

の
た
め
に
結
局
処
分
を
下
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
五
五
頁
は

検
閲
を
無
傷
で
通
過
し
た
の
で
あ
る
。

　

尚
々
、
前
述
の
よ
う
に
検
閲
の
一
部
不
徹
底
は
こ
の
険
し
い
時
局
下
で

も
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
沢
瀉
久
孝
前
掲
書
の
第
九
版
が
〈
額
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田
王
十
六
七
歳
の
頃
、
当
時
三
十
歳
前
後
で
あ
つ
た
大
海
人
皇
子
の
寵
を

う
け
〉
云
々
の
一
文
を
含
ん
だ
ま
ま
一
九
四
四
年
一
月
三
〇
日
に
発
行
さ

れ
、
何
の
処
分
も
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を
も
う
一
件
の
事
例
と
し
て
挙
げ

て
お
こ
う
。

　

万
葉
集
の
関
連
書
籍
の
検
閲
に
つ
い
て
、
私
に
書
け
る
こ
と
は
ほ
ぼ
書

き
尽
く
し
た
。
付
載
し
た
行
政
処
分
の
一
覧
表
を
よ
り
完
全
な
も
の
に
近

付
け
る
こ
と
、
検
閲
の
過
程
を
記
録
し
た
公
文
書
、
当
局
が
検
閲
に
使
用

し
た
本
、
一
九
四
〇
年
の
文
部
省
の
示
達
と
い
っ
た
一
次
史
料
を
探
索
す

る
こ
と
等
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
1
） 『
続
群
書
類
従
』
第
参
拾
参
輯
下
の
一
九
二
八
年
九
月
二
四
日
付
処
分
の

詳
細
に
つ
い
て
は
関
係
史
料
未
見
だ
が
、
初
版
本
（
一
九
二
八
年
八
月
三 

〇
日
）
と
再
版
本
（
一
九
三
一
年
一
一
月
二
〇
日
）
を
照
合
す
る
と
、
後

者
は
元
和
・
寛
永
頃
の
咄
本
「
昨
日
波
今
日
の
物
語
」
の
掲
載
頁
に
相
当

す
る
一
二
六
頁
か
ら
一
六
三
頁
ま
で
を
欠
い
て
い
る
。
か
つ
、
そ
の
直
前

の
頁
の
末
尾
に
〈
本
輯
所
載
巻
第
九
百
八
十
六
昨
日
は
今
日
の
物
語
は
其

筋
の
御
達
に
よ
り
削
除
せ
り
〉
と
あ
る
。

（
2
） 『
短
歌
人
』
斎
藤
瀏
追
悼
号
（
一
九
五
三
年
一
〇
月
）
収
載
の
年
譜
参
照
。

（
3
） 

当
時
、
警
視
庁
検
閲
課
が
帝
国
図
書
館
（
国
立
国
会
図
書
館
の
前
身
）

に
転
送
し
た
文
書
。
出
版
検
閲
の
主
な
法
的
根
拠
で
あ
る
出
版
法
と
新
聞

紙
法
に
は
図
書
館
に
規
制
を
加
え
る
条
文
は
な
い
の
で
、
本
文
中
に
引
い

た
よ
う
な
文
書
を
図
書
館
に
送
付
す
る
の
は
、
そ
の
自
主
的
な
対
応
を
促

す
の
が
目
的
だ
っ
た
。
な
お
、
治
安
警
察
法
第
十
六
条
に
〈
街
頭
其
ノ
他

公
衆
ノ
自
由
ニ
交
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
場
所
ニ
於
テ
文
書
、
図
画
、
詩
歌

ノ
掲
示
、
頒
布
、
朗
読
若
ハ
放
吟
又
ハ
言
語
形
容
其
ノ
他
ノ
作
為
ヲ
為
シ

其
ノ
状
況
安
寧
秩
序
ヲ
紊
シ
若
ハ
風
俗
ヲ
害
ス
ル
ノ
虞
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト

キ
ハ
警
察
官
ニ
於
テ
禁
止
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
〉
と
あ
る
が
、
瀏
の
当
該

書
籍
に
は
こ
の
条
文
を
根
拠
と
す
る
処
分
（
い
わ
ゆ
る
治
警
処
分
）
は
下

し
て
い
な
い
。

（
4
） 

浅
岡
邦
雄
「
出
版
検
閲
に
お
け
る
便
宜
的
法
外
処
分
」（『
中
京
大
学
図

書
館
学
紀
要 

』
二
〇
一
八
年
三
月
）。

（
5
） 

引
用
歌
の
訓
み
方
と
文
字
遣
い
は
引
用
元
の
そ
れ
に
従
っ
た
。
以
下
全

て
同
じ
。

（
6
） 〈
客
観
的
〉
と
は
著
者
の
思
想
や
認
識
、
意
図
に
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
表

現
さ
れ
た
字
句
等
に
つ
い
て
〈
安
寧
、
風
俗
を
害
す
る
や
否
や
〉
を
判
断

す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、
革
命
家
の
主
張
を
引
用
し
て
否
定

す
る
文
章
構
成
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
引
用
文
の
内
容
次
第
で
当
局

は
禁
止
処
分
相
当
と
判
断
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

（
7
） 『
関
み
さ
を
歌
集
』（
一
九
七
五
年
）
収
載
の
年
譜
お
よ
び
著
書
論
文
目
録
、

『
日
本
女
性
文
学
研
究
叢
書
古
典
篇
』
第
二
巻
（
二
〇
一
二
年
）
の
解
説
参

照
。

（
8
） 

峯
岸
義
秋
『
歌
合
の
研
究
』（
一
九
五
四
年
）
収
載
の
「
著
書
略
歴
」、『
峯

岸
義
秋
教
授
著
作
目
録
』（
東
北
大
学
記
念
資
料
室
、
一
九
七
〇
年
）
参
照
。

（
9
） 
講
談
社
版
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
10
（
一
九
七
八
年
）
収
載
の
年
譜

お
よ
び
著
書
目
録
参
照
。
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（
10
） 

例
え
ば
、『
日
本
社
会
事
業
大
年
表
』（
一
九
三
六
年
）
は
〈
南
北
朝
時
代
〉

と
の
文
言
使
用
に
よ
り
本
版
改
訂
処
分
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、〈
本
版
改

訂
〉
は
浅
岡
前
掲
論
文
に
言
及
が
な
い
が
、〈
本
版
訂
正
〉
と
も
呼
ば
れ
、

削
除
よ
り
軽
く
次
版
改
訂
よ
り
重
い
処
分
で
あ
る
。
こ
の
処
分
の
概
要
に

つ
い
て
調
査
し
た
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
11
） 

引
用
は
不
二
出
版
発
行
の
複
製
版
（
一
九
八
二
年
）
に
拠
る
。

　

付
記
─
文
献
の
引
用
に
際
し
、
原
則
と
し
て
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
、

仮
名
遣
い
は
元
の
ま
ま
と
し
た
。
な
お
、
必
要
な
調
査
に
当
た
っ
て
、
出
版
検

閲
史
の
研
究
者
で
あ
る
安
野
一
之
氏
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
文
責
は
中
西
に

属
す
る
の
で
、
中
西
宛
の
御
叱
正
を
請
う
。

（
な
か
に
し
・
り
ょ
う
た
／
歌
人
）


